
視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名  野 田 宏 規     

 

１  会 派 名  

 流 政 会  

 

２  期 日   

 平 成 ２ ９ 年 ７ 月 １ ２ 日 （ 水 ） ～ １ ４ 日 （ 金 ）  

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

（ １ ）  高 知 県 日 高 村  

「 オ ム ラ イ ス 街 道 に つ い て 」  

（ ２ ）  香 川 県 善 通 寺 市  

「 妊 娠 ・ 出 産 包 括 支 援 に つ い て 」  

（ ３ ）  香 川 県 高 松 市  丸 亀 町 商 店 街 振 興 組 合  

「 高 松 丸 亀 町 商 店 街 の 再 開 発 」  

 

４  所 感 等   

【 1日 目  日 高 村 】  

● テ ー マ  

オ ム ラ イ ス 街 道 に つ い て  

● ま ち な み  

高 知 か ら 30分 に 位 置 し な が ら 、山 と 川 に 囲 ま れ た 自 然 豊 か

な ま ち で す 。面 積 が 流 山 よ り 一 回 り く ら い し か 大 き く な い 上 、

多 く の 山 地 を 有 す る た め 、 集 落 は コ ン パ ク ト と 言 え ま す 。  

● 視 察 内 容  

糖 度 の 高 い 名 産 シ ュ ガ ー ト マ ト を 中 心 に 、 六 次 産 業 に よ る

ま ち お こ し を し て い る 事 例 で す 。  

ま ず 、 元 々 、 ト マ ト が 有 名 で 、 オ ム ラ イ ス の 店 も 多 か っ た

こ と か ら 、 「 オ ム ラ イ ス 街 道 」 と い う 一 大 名 物 地 域 を 作 り 上

げ ま し た 。 そ こ か ら 、 「 ま る ご と イ タ リ ア ン プ ロ ジ ェ ク ト 」



と 題 し 、 ト マ ト を 基 軸 と し た 六 次 産 業 に よ る 就 労 支 援 で イ タ

リ ア の 農 村 の よ う に 豊 か な 生 活 環 境 を 実 現 す る と い う 、 大 き

な 構 想 に 繋 げ て い き ま す 。 そ の 基 礎 に あ る の が 、 広 報 戦 略 で

す 。 今 後 の 展 開 と し て は 、 紅 白 出 場 や イ タ リ ア と の 交 流 等 を

考 え て い る そ う で す 。  

ま ち の 強 み を 見 極 め 、 ブ ラ ン ド を ゼ ロ か ら 作 り 上 げ た 事 例

で あ り 、 広 報 を 介 し て 事 業 拡 大 の 過 程 を 伺 う こ と で 、 大 き く

得 ら れ る も の が あ り ま し た 。  

 

【 2日 目  善 通 寺 市 】  

● テ ー マ  

妊 娠 ・ 出 産 包 括 支 援 に つ い て  

● ま ち な み  

空 海 が 生 ま れ 、陸 軍 第 11師 団 の 置 か れ た ま ち で す 。先 日 は 、

つ く ば エ ク ス プ レ ス お よ び 新 川 耕 地 周 辺 整 備 特 別 委 員 会 に

よ っ て 、特 産 品「 ダ イ シ モ チ 」に つ い て 、視 察 に 伺 い ま し た 。

今 も 、 自 衛 隊 の 基 地 が あ る た め 、 ま ち で 迷 彩 服 の 方 を 目 に す

る の も 珍 し く な い そ う で す 。 山 と 海 と 古 墳 に 囲 ま れ た 、 温 暖

な ま ち で す 。  

● 視 察 内 容  

今 回 の 視 察 テ ー マ の 妊 娠 ・ 出 産 に 対 す る 包 括 支 援 で は 、 と

て も 先 進 的 で 著 名 な 自 治 体 で す 。  

他 市 に 先 駆 け 、平 成 18年 4月 時 点 で 児 童 福 祉 と 母 子 保 健 を

一 体 化 し た 「 子 ど も 課 」 を 設 立 。 さ ら に 翌 年 4月 に は ワ ン ス

ト ッ プ で 子 育 て 支 援 の で き る 施 設 を 設 置 し ま し た 。 こ れ が 、

様 々 な 事 業 を 生 み 出 す 体 制 の 肝 に な っ て い る よ う で す 。 全 件

面 談 の 上 で の 母 子 保 健 ア ン ケ ー ト 、 助 産 師 と 保 健 師 の 協 力 体

制 、 各 福 祉 に 対 す る 助 成 等 、 毎 年 改 訂 さ れ る 子 育 て 支 援 マ ッ

プ 、 多 く の 事 例 を 学 ぶ こ と が で き ま し た 。  

福 祉 の 実 現 で 避 け て 通 る こ と が で き な い 壁 が 財 源 で す が 、

そ の 根 底 に は 前 段 で 行 わ れ た 行 政 改 革 に よ る 財 政 的 な 余 裕

が あ る よ う で す 。  

「 母 に な る な ら 、 流 山 市 。 」 を 標 榜 す る 我 が 市 に 必 要 な 政 策



郡 。 で き る も の か ら コ ツ コ ツ と 、 実 現 に 努 め て ま い り ま す 。  

 

【 視 察 3日 目  高 松 市 】  

● テ ー マ  

高 松 丸 亀 町 商 店 街 の 再 開 発  

● ま ち な み  

大 き な 幹 線 道 路 が 長 く 整 備 さ れ 、 賑 や か な 繁 華 街 や 商 店 街

が 続 く 、 地 方 都 市 。 空 港 も 港 も 比 較 的 近 く に あ り ま す 。 コ ン

パ ク ト シ テ ィ と し て 著 名 で す が 、 ま ち の 成 り 立 ち が そ の 土 台

に あ っ た ろ う と 思 い ま す 。  

● 視 察 内 容  

高 松 丸 亀 町 商 店 街 振 興 組 合 理 事 長 の 古 川 康 造 氏 か ら 先 進 的

で 貴 重 な お 話 を 頂 き ま し た 。  

都 市 の ド ー ナ ツ 化 と 瀬 戸 大 橋 開 通 に 伴 う 大 手 資 本 流 入 で 起

こ っ て し ま っ た 商 店 街 の 衰 退 。  そ の た め に 、 民 間 主 導 で 2

つ の テ ー マ が 設 け ら れ 、 エ リ ア マ ネ ー ジ メ ン ト が な さ れ ま し

た 。 2つ と は 、 土 地 問 題 と 居 住 者 誘 致 で す 。  

テ ー マ ① 土 地 問 題 。 土 地 の 所 有 者 と 利 用 者 の 利 害 が 一 致 し

な い 、 よ く 見 る 問 題 で す 。 こ れ に 関 し て 、 定 期 借 地 権 を 利 用

し た 土 地 の 所 有 権 と 利 用 権 の 分 離 し 、 プ ロ 集 団 が 再 整 備 す る 、

と い う 斬 新 で 画 期 的 な 手 法 が 取 ら れ て い ま す 。  

テ ー マ ② 居 住 者 誘 致 。 交 通 の 利 便 性 が 向 上 す る 、 こ れ か ら

は 交 流 人 口 よ り 定 住 人 口 に 原 点 回 帰 す る 必 要 が あ る そ う で

す 。 上 記 の 方 法 で ま ち を 再 整 備 す る に あ た り 、 あ え て 、 居 住

区 を 存 分 に 設 け て い ま す 。  

言 う は 易 し 、 行 う は 難 し 。 法 知 識 と 人 脈 と リ ー ダ ー シ ッ プ

の 高 さ に 脱 帽 で す 。 民 間 が 公 共 性 に 注 目 し て 、 行 政 を 上 手 く

利 用 す る 素 晴 ら し い 事 例 で し た 。  


